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文序

香川県教育委員会では、四国横断自動車道や高松東道路の建設、高松空港跡地の整備など、

大規模開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査と出土文化財の整理研究・報告書刊行の業務を、財団

法人香川県埋蔵文化財調査センターに委託して実施いたしております。

このたび「県道高松志度線緊急整備工事および県立医療短期大学建設に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告 原中村遺跡」として刊行いたしますのは、木田郡牟礼町内で平成 8年度に調査を行
いました県道高松志度線緊急整備工事に伴う原中村遺跡と平成 9年度に調査を行いました県

立医療短期大学建設に伴う原中村遺跡についてであります。この遺跡の調査では、弥生時代後

期後半を中心に縄文時代晩期から近世にいたる遺構
。遺物が出土いたしております。なかでも

漆が付着した弥生時代の土器片が多数出土しており、漆工を行っていたことが確認されたこと

は、当時の生活や文化を究明するうえで貴重なものと考えられます。

本報告書が香川県の歴史を考える資料として広く活用されますとともに、埋蔵文化財に対す

る理解と関心を一層深める一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査から出土文化財の整理
。報告にいたるまでの間、香川県土木

部、健康福祉部及び関係諸機関並びに地元関係各位には多大な御協力と御指導をいただきまし

た。ここに深く感謝の意を表しますとともに、今後ともよろしく御支援賜りますようお願い申

しあげます。

平成12年 2月

香川県教育委員会

教育長 折原 守



イラJ 口

1.本報告書は、県道高松志度線緊急整備工事及び県立医療短期大学建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報

告で、木田郡牟礼町原に所在する原中村遺跡 (は らなかむらいせき)の報告を収録した。

2.発掘調査は、香川県教育委員会が香川県土木部道路建設課及び香川県健康福祉部医療短期大学準備

室より依頼を受け、香川県教育委員会が調査主体となり、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターを

調査担当者として実施した。

3。 発掘調査の期間及び担当は以下の通りである。

県道高松志度線緊急整備工事

期間  平成 8年 4月 1日 ～ 6月 30日

担当  北山健一郎、吉田智、森川 渉

県立医療短期大学建設

期間  平成 9年 4月 1日 ～ 6月 30日

担当  樋本清輝、香西 亮、糸山 晋

4.調査にあたつて、下記の関係諸機関の協力を得た。記して謝意を表したい。 (川頁不同、敬称略)

香川県土木部道路建設課、香川県高松土木事務所、香川県健康福祉部医務福祉総務課、香川県健康福

祉部医療短期大学準備室、牟礼町福祉課、牟礼町教育委員会、地元自治会、地元水不U組合、畑田勝太郎

5。 本報告書の作成は、財団法人香川県埋蔵文化財調査センターが実施 した。

本報告書の執筆、編集は木下晴一が担当した。

6.本報告書の作成にあたり、下記の方々のご教示を得た。記して謝意を表したい。

六車恵一、石川県羽昨市教育委員会 (順不同、敬称略)

7.本報告書で用いる方位の北は、国土座標系第Ⅳ系の北であり、標高は東京湾平均海面 (ToP。 )を基

準としている。

また、遺構は下記の略号により表示している。

SH 竪穴住居跡  SP ピツト  SK 土坑  SD 溝状遺構

SR 自然河川  SX 不明遺構

8.本報告書の作成にあり、国立歴史民俗博物館 永嶋正春氏に漆の分析を、奈良国立文化財研究所

佐藤昌憲氏、高妻洋成氏に繊維製品の分析
。保存処理を依頼した。

9。 挿図の一部に建設省国土地理院作成の1/50,000地形図「高松」「高松南部」、1/25,000地形図「志度」、



1/5,000国土基本図「Ⅳ―FF-04、 05、 14、 15」 、1/10,000空 中写真「SI-62-4 C6B-16～
18」 を用いた。

10。 遺物実測図のうち、土器実測図中の網目は漆の付着を示す。石器実測図中の網目は磨滅痕を、輪郭

線の回りの点線は潰れ痕、実線は磨滅痕および研磨痕をそれぞれ示す。また、現代の折損は剥離面を

黒で塗りつぶしている。
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第 1章 調査の経緯と経過

第 1節 調査にいたる経緯

1.県道高松志度線

県都高松市と東讃地域とを結ぶ主要幹線である国道11号線は渋滞が頻発し、その緩和のための道路整

備が香川県にとつて大きな課題とされてきた。県道高松志度線建設はその一環として計画された路線で、

県政の重要施策の一つとして整備が急がれているものである。 香川県教育委員会は、全長6.5kmの 建設

予定地について分布・試掘調査を実施し、埋蔵文化財の保護を図っている。木田郡牟礼町内については、

延長約1.3kmの範囲について試掘調査が必要と判断され、用地買収の進捗に合わせて平成 6年 10月 25、

26日 と平成 7年 1月 20日 および 9月 26日 に調査をおこなった。トレンチ配置は第 1図に示すとおりである。

平成 6年度の試掘調査では、① トレンチでは床土直下に地山を確認し、削平が著しいことが確認され

た。② トレンチでは5～ 15cm程度の厚さの弥生土器包含層下からピット、溝、土坑等を検出。③ トレン

チは谷部に相当し、中世以降の遺物が少量出土したのみで遺構は検出されなかった。④ トレンチでは弥

生土器を多量に包含する小規模な流路とともにビット群を検出した。⑤ トレンチは削平されていた。⑥

～③ トレンチでは土師器片が少量出土したのみで遺構は検出されなかった (文献 1)。 平成 7年 1月 20

日の試掘調査は、前回調査地の東でおこなわれた。設定した⑨～⑪ トレンチからは、いずれも遺構
。遺

物は検出されなかった。

以上の調査結果から、②および④ トレンチを設定した水田2筆約600ピ について文化財保護法に基づ

く保護措置が必要と判断され、平成 7年 1月 17日 から2月 10日 までの期間で文化行政課直営による発掘

調査がおこなわれた。調査成果は文献 2に報告されている。

平成 7年度の試掘調査では、⑬～⑮ トレンチで遺構、遺物が検出された。特に⑮ トレンチでは上層に

中世 。近世を主体とする遺物包含層、下層に弥生時代後期後半から古墳時代前期の土器片を多量に含む

旧河道を検出した。このため⑬～⑮ トレンチを設定した地筆を中心に1,500ピ について保護措置が必要

と判断され、平成 8年度に(財 )香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として調査を実施すること

となった。 (文献3)

2.県立医療短期大学

近年の人口の急速な高齢化等により保健医療系高等教育機関の設置が必要とされ、平成 8年 2月 に「県

立医療短期大学整備基本構想」が策定されて以後、県政の重要施策の一つに位置付けられ急ピッチで整

備が進められた事業である。建設地は牟礼町原の県道高松志度線の南北にまたがる地域に計画された。

県教育委員会は平成 8年 4月 に照会をうけ、直ちに分布調査を実施し試掘調査が必要と判断、3回延べ

5.5日 間を費やし24ヶ所のトレンチ調査をおこなった。各 トレンチの内容は第 1表に示すとおりである。

調査の結果、遺構 。遺物が検出されたのは事業地東部の2筆の桃畑と県道高松志度線の東端調査区の弥

生時代後期の土器を多量に包含する旧河道の延長部の2地点である。前者は桃の木の間に人力による小

規模なトレンチしか掘削できなかったため遺構の内容は確認できなかったが、弥生時代後期の土器が多

量に出土した。この北側の畑地に設定した4ト レンチは耕作土直下に地山が現れ遺構
。遺物は認められ

なかった。南佃1の畑地とは50cm程の段差があり削平をうけているものと考えられた。後者の旧河道は、



番号 規模 遺構 遺物 調査所見

1 4.0× 1.5 な し な し 表土直下に地山

38.0× 2.0 な し な し 表土直下に地山

6。 0× 1.5 な し な し 表土直下に地山

12.0× 1.0 な し な し 表土直下に地山

4.2× 0.8 な し
弥生土
器

厚10cmの遺物包
含層あり

4.6× 0.8 な し
弥生土
器

厚10cmの遺物包
含層あり

1.8× 1.0 な し
弥生土
器

厚10cmの遺物包
含層あり

12.0× 0。 8 な し な し 表土直下に地山

9.6× 1.0 な し な し 表土直下に地山

7.0× 1.0 な し な し 表土直下に地山

6。 4× 1.0 な し な し 表土直下に地山

12.8× 1.6 な し な し 表土直下に地山

6.2× 0.5 な し な し 表土直下に地山

3.0× 0.5 な し な し 表土直下に地山

6.0× 1。 2 な し な し 表土直下に地山

8.4× 1.0 な し な し 表土直下に地山

12.5× 1.6 な し な し 表土直下に地山

7.5× 0。 9 1日 ,可り|| な し 深3.3mの旧河川

21.8× 1.6 1日 ,可り|| な し
深2.6mの 旧河
川。噴砂あり

5.0× 0.9 1日 ,可り|| な し
深3.2m以上の
1日 ,可り||

8.0× 0。 9 1日 ,可り|| な し
深3.Om以上の
1日 ,可り||

6.0× 0.9 1日 ,可り|| な し
深2.7m以上の
1日汀丁り||

5。 5× 0.5 溝状遺構
弥生土
器

暗茶色砂質土の
包含層、遺物多
量

21.0× 1.4
1日

'可

り||

溝

中世土
器、弥生
土器

中世土器の包含
層、弥生土器を

多量に含む旧河
り||

第 1表 医療短大 試掘 トレンチの概要

第 1図 文化行政課 試掘 トレンチ配置図



試掘調査によつて後代に開折された谷により大半が浸食され、一部残存していることが判明したため、2

筆に旧河道が遺存するものと判断できた。以上の2地点、2,000ピ について保護措置が必要と判断され、

平成 9年度の早い時期に(財 )香川県埋蔵文化財調査センターが調査担当者として調査を実施することと

なった (文献 4)。 なお、遺跡の内容や位置関係から、県道高松志度線で調査された遺跡と同一の内容

の遺跡であると判断し、「原中村遺跡」と呼称することとした。

(文献 1)香 川県教育委員会『埋蔵文化財試掘調査報告Ⅷ 国道バイパス・県道予定地及び県営ほ場整備事業

予定地内等の調査』1995

(文献 2)香 川県教育委員会『県道改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査概報集 福万遺跡 原中村遺跡』1995

(文献 3)香 川県教育委員会『埋蔵文化財試掘調査報告Ⅸ 国道バイパス等事業予定地内の調査』1996

(文献 4)香 川県教育委員会『埋蔵文化財試掘調査報告 X 香川県内遺跡発掘調査』1997

第 2節 調査の経過

1.調査の経過

(1)県道高松志度線

県道高松志度線緊急整備工事に伴う原中村遺跡の発掘調査は、平成 8年 4月 1日 から6月 30日 までの

3ケ 月間で実施した。調査区割図および工程表を第 2図、第 2表に示す。また、年度末に調査成果の概

要を報告している (文献 1、 2)。 なお、用地買収等の事情で、Ⅱ区とⅢ区の間の地筆 (約 200ピ)の調査

は、平成 9年 2月 24日 ～3月 3日 の期間で文化行政課が直営で実施した。

9)県立医療短期大学

県立医療短期大学建設に伴う原中村遺跡の発掘調査は、平成 9年 4月 1日 から6月 30日 までの3ケ 月

間で実施した。調査区割および工程は第 2図、第 2表に示すとおりである。年度末に調査成果の概要を

報告している (文献 3、 4)。 なお、用地買収等の事情で、Ⅱ区南側の地筆 (約 70ピ )の調査は、平成10

年 1月 19日 ～21日 の期間で文化行政課が直営で実施した。

G)整理調査

県道高松志度線部分の整理調査は、平成11年 4月 1日 に開始し6月 30日 に終了した。県立医療短期大

学部分の整理調査は、平成11年 7月 1日 に開始し9月 30日 に終了した。

(文献1)香川県教育委員会、財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『県道関係埋蔵文化財発掘調査概報

平成 8年度』1997

(文献2)財 団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報 平成 8年

層菱』 1997

(文献3)香 川県教育委員会、財団法人香川県埋蔵文化財調査センター『県立医療短期大学建設に伴う埋蔵文

化財発掘調査概報 原中村遺跡』1998

(文献4)財 団法人香川県埋蔵文化財調査センター『財団法人香川県埋蔵文化財調査センター年報 平成 9年

度』 1999
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第 2図 調査位置図
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香川県教育委員会文化行政課

平成 8年度 平成 9年度 平成11年度

総括

総務

埋蔵文化財

課長 藤原 章夫
課長補佐 高木 一義
課長補佐 北原 和利
副主幹 渡部 明夫
係長 山崎  隆
主査 星加 宏明
主事 國方 秀子 (～ 5.31)
主事 打越 和美 (6.1～ )
文化財専門員 木下 晴一
技師 塩崎 誠司

課長 菅原 良弘
課長補佐 北原和利
副主幹 渡部明夫

係長 山崎 隆
主査 星加 宏明 (～ 5。 31)
主査 松村 崇史 (6.1～ )
主事 打越 和美
文化財専門員 木下 晴一
技師 塩崎 誠司

課長 小原 克己
課長補佐 小国 史郎
副主幹 廣瀬 常雄

係長 中村 禎伸
主査 三宅 陽子
主査 松村 崇史
係長 西村 尋文
文化財専門員 森 格也
主任技師 塩崎 誠司

財団法人香り| 県埋蔵文化財調査センター

括

　

務
　
　
　
　
査

総

　

総
　
　
　
　
調

所長 大森 忠彦
次長 小野 善範
係長 前田 和也
主査 西村 厚二 (～ 5。 31)
主任主事 西川 大
主事 佐々木隆司 (6。 1～ )
参事 近藤 和史
主任文化財専門員 廣瀬 常雄
主任文化財専門員 大山真充
文化財専門員 北山健一郎
主任技師 吉田 智
調査技術員 森川 渉

所長 大森 忠彦
次長 小野 善範
副主幹 田中 秀文 (6.1～ )
係長 前田 和也 (～ 5.31)
主事 佐々木隆司

参事 近藤 和史
主任文化財専門員 大山 真充
主任文化財専門員 藤好 史郎
文化財専門員 樋本 清輝
技師 香西 亮
調査技術員 糸山 晋

所長 菅原 良弘
次長 川原 裕章
副主幹 田中 秀文
係長 新 一郎
主査 山本 和代 (6.1～ )

主任文化財専門員 大山真充
文化財専門員 木下 晴一

2.発掘調査および整理調査の体制

発掘調査および整理調査の体制は、第 3表のとおりである。

第 3表 発掘調査および整理調査の体制

県道高松志度線 (平成 8年度)の調査に携わった方々は以下のとおりである。

現場整理作業員 飯間高子

普 通 作 業 員 山田馨、八十川登、多田勝、三宅強、高木輝男、中川恒夫、松本一郎、岡村好美、
上西弘、吉田実、多田敏夫

軽 作 業 員 百生享子、土居智江子、串田光子、高本マス子、中川真理子、十河美枝子、上西
キミ子、村尾重子、高橋美佐子、横山貞子

県立医療短期大学 (平成 9年度)の調査に携わった方々は以下のとおりである。

現場整理作業員 木村真由美

普 通 作 業 員 篠原密夫、森澤明義、川野清、富田英三、山地輝吉、三宅強、野崎保、岡村好美、
上西弘、吉田実、多田敏夫、佐々木勇、遠藤増雄、富岡晴美、間島健吉、高木輝男

軽 作 業 員 櫛田英子、荒木和美、川野弘子、村川充子、多田由美子、芳澤香代、日下澄子、

日下千鶴子、上西キミ子、村尾重子、高橋美佐子、横山貞子、中川真理子、高木

ミチ子、遠藤 トミ子

整理調査 (平成11年度)に携わった方々は以下のとおりである。

整 理 補 助 員 猪木原美恵子、市川孝子、谷純子

整 理 作 業 員 藤川洋代、植松朋子、福永光恵、門脇範子、佐々木明子、田中宏美



第 2章 遺跡の立地と環境

第 1節 地理的環境

1.遺跡の位置

原中村遺跡の所在する本田郡牟ネL町原は、標高290m以下の立石山。雲附山・五瀬山山地の北佃1に拡が

る緩傾斜面を中心とする地域で、北側は瀬戸内海に面し、東西は山塊で志度町、牟礼町大町と画される。

範囲は東西約 1.2 km南北約 l kmを測る。立石山・雲附山・五瀬山山地は新期領家花こう岩類よりなるが、

細かくは主として中～粗粒の花こう閃緑岩よりなる。これは沓掛ほか (1)に よって「志度花こう岩」の

一部に分類されている。この山地は著しく開折がすすみ谷密度が高い。浸食された砂礫は山麓に小規模

な扇状地や沖積錘を形成している。これらは段丘化している。この地域の地形分類図としては、建設省

国土地理院発行の1/25,000土地条件図「高松南部」があるが (2)、 遺跡の立地を検討するためには、よ

り大縮尺の微地形分類図の作成が必要と考えられ、第 5図に予察図を示す。本図は空中写真判読により

地表面の形態的特徴をもとに分類したものである (3)o

微地形分類の結果、土地条件図による地形分類と巨視的には同様に、山地北側の緩傾斜面は扇状地起

源の「段丘 I面」。「段丘Ⅱ面」に、またその前面は「氾濫原面」
。「浜堤」に分類される。以下に各地形

面の特徴を述べる。

「段丘 I面」は、山地内の谷底および山地前面に拡がる地形面で、開折されており段丘化しているが、

扇状地 。沖積錘が成因である。相対的に傾斜が急で、横断方向にも微起伏に富む。海側の一部に条里型

地割が認められる。「段丘Ⅱ面」は、段丘 I面の海側に分布する地形面で、段丘 I面
。氾濫原面とは小

崖で画される。段丘 I面より相対的に傾斜が緩やかであるが、それでも2～ 3%を測る。この地形面に

は条里型地割が認められる。主として開折谷Bに よって段丘化している。「氾濫原面」は、瀬戸内海に

面して帯状に分布する「浜堤」と、その背後の低湿地よりなる。浜堤は、西北から東南方向の沿岸流の

漂砂が供給源と考えられるが、現状では発達が悪い。低湿地は今のところ成因不明であるが、海岸平野

に分類されるものと考えられる。この地域の宅地は、浜堤および讃岐街道沿いと段丘 I面を中心に立地

している。

当地域には開折谷が発達しているが、相対的に浅い谷 (開折谷A)と 深い谷 (開折谷B)の 2種に分

類できる。医療短大事業地南側では、「下池」上流で2筋の谷が合流しているが、東側の谷は元々は「豊

田池」に向かう谷であった。これが開折 (谷頭浸食)の進行によって河川争奪がおこり、「上池」の所

在する谷と合流している。「下池」下流には開折を免れた開折谷Aの谷底面が断片的に分布している。

弥生時代後期の土器を多量に包含する「東谷地区」 (後述)旧河道 (S R01)は 、開折谷Aの谷底面に遺

存する。一方、「西谷地区」の旧河道 (S R02)には開析谷Bの浸食が及んでいない。このことから開

折谷Bが形成されたのは弥生時代後期以降ということになるが、第 4図の西側の 3筋の開折谷Bは、条

里型地割の坪界線にほぼ合致するか、方向を揃えているようで、条里に伴う水路が後に開折されて谷を

形成した可能性がある。そうであれば開折谷Bは条里型地割施工以降後に形成されたことになり高橋学

によつて指摘される瀬戸内海沿岸を中心にみられる「完新世段丘Ⅱ面」を形成した微地形変化に対応す

る可能性がある(4)oいずれにしても原中村遺跡の中心をなす弥生時代後期の景観を復原しようとする場



合、開折谷 Bを 除外 したものをイメージする必要がある。
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A,B 平成 6年度調査 原中村遺跡



第 2節 歴史的環境

1.旧石器・縄文時代

町内には旧石器時代の遺構 。遺物は、今のところ発見されていない。縄文時代の遺構 。遺物は、平成

6年度調査の原中村遺跡で土器片が少量出土している(5)oま た、本書に報告するように、旧河道から縄

文時代晩期の刻み目突帯文の深鉢片や浅鉢片が若干量出土している。

2.弥生時代

弥生時代になるといくつかの遺跡が知られている。羽間西の谷の羽間遺跡からは明治15、 6年ころに

開墾中細形銅剣が弥生土器片とともに出土している。全長27cm、 幅3 cmを 測るものである (6)o原 遺跡

(原 1995-1ほ か)は、本県における弥生時代後期後半の標式資料とされてきた著名な遺跡である。1954

年にブドウ畑として開墾中に多量の土器破片が出土したもので、遺構の内容はよくわからない。出土土

器は完形もしくは完形に近いものが多く、壺、甕、鉢、高杯、小型丸底土器などよりなる(7)o第 6図は

遺物保管者である牟礼中学校および畑田勝太郎氏より借用した土器の実測図である。

この他に平成 6年度調査の原中村遺跡で、弥生時代後期後半から終末にかけての土器が多量に包含さ

れる、幅1.5～ 2m、 深さ75cmの小規模な流路が検出されている(5)ほか、志度町の八丁地遺跡では弥生
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lA～C.原 中村遺跡 2.原 遺跡 3.石 塚古墳 4.丸 山古墳 5,茶 臼山経塚古墳 6.房 崎出城跡

7.羽間遺跡 8.幡 羅城跡 9.多 和神社古墳 10.越窓古墳 11.八丁地遺跡 12.花池尻遺跡
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第 7図 原遺跡 出土遺物実測図

番号 種類 器種 残存率 胎土 色調 内面調整 外面調整 備考

弥生
土器

一亜 8/8
ニ ス状 の

もの塗布 、

不 明

口縁部から頸部ヨコ

ナデ、体部 ハケ ?
口縁 部ヨコナデ、頸部
ハケ、体部上半ハケの

ちヘラミガキ、下半ハケ

『弥生土器集成』3

b 弥
生
土器

甕 6/8 長石。石英中少 不明
口縁部 ヨコナデ、体

部ヘ ラケズ リのち板
ナデ

口縁部ヨコナデ、体
部タタキのちハケ

『弥生土器集成』22

生
器
弥
土

甕 5/8 長石。石英小少 不 明
口縁 部板 ナデのちヨ
コナデ、体音附旨押さえ
のちナデ

口縁部ヨコナデ、体
部タタキ

『弥生土器集成』23

d
弥生
土器

甕
／
／ 長石・石英小少 不明

口縁部ヨコナデ、体
部ヘラケズリ

口縁部ヨコナデ、体
部マメツ

『弥生土器集成』26

口縁音5タト雇コ
~F主
卜に

沈線 2条

生
器
弥
土

鉢
／
／ 長石・石英中少 不明

口縁部ヨコナデ、体
部指押さえのちハケ

口縁音6ヨコナデ、体音5
ハケ、底部指押さえ

『弥生土器集成』10

f
生
器
弥
土

鉢 6/8 長石。石英中普 不 明
口縁部ヨコナデ、体
部ヘラミガキ

口縁部ヨコナデ、体
部ヘラミガキ

『弥生土器集成』13

第 4表 原遺跡 出土遺物観察表

時代後期の遺物を包含する溝状遺構が検出されている(8)o

3.古墳時代

周囲の古墳として、丸山古墳 (原丸山)、 石塚古墳

神社古墳 (志度町志度)、 越窓古墳 (志度町志度新町)

(原 1800-1)、 茶臼山経塚古墳 (原 2499-14)、 多和

などが知られているが、実態不明なものが多い (9)

4.古代、中世

古代の遺構・遺物として、平成 6年度調査の原中村遺跡から50cm程の掘 り方をもつ奈良時代の掘立柱

建物が検出されている (D。 また、周辺には回場整備以前に条里型地割が認められたが、施工年代等を検

討する資料は得られていない。第 7図は、原中村遺跡周辺の条里型地割 (一町方格の地割)を抽出した

ものである。一町方格内部の地割は雑然としている。

中世の遺跡として、南側山中に幡羅城跡の所在が伝えられているが、縄張りの詳細は不明である。こ

の北側山麓には「城一」という小字があり平地城館の所在を暗示する可能性が考えられるが詳細は不明
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第 8図 周辺の条里型地割

である。

なお、当地周辺を指す史料として承安五 (1175)年の東大寺庄園文書注文 (東大寺文書)に「原保」

の記載があり、至徳四 (1387)年の天龍寺領土貢注文 (天龍寺文書)に「原郷」の記載がある。

(1)沓推卜俊夫・端山好和 。本間弘次 。政岡邦夫 。宮川邦彦 。仲井豊・山田哲雄 。吉田勝「小豆島および讃岐東部の

領家帯」『地質学論集』 17、 1979

(2)建設省国土地理院『土地条件調査報告書 (高松地区)』 1986、 地形分類は高桑糸Lが担当した。

(3)建設省国土地理院昭和37年撮影の空中写真を用いた。

141 高橋学「臨海平野における地形環境の変貌と土地開発」『古代の環境と考古学』古今書院 1995

(5)香川県教育委員会『県道改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査概報集 福万遺跡 原中村遺跡』1995

6)牟礼町史編集委員会『牟礼町史』1993

瀬戸内海歴史民俗資料館『讃岐青銅器図録』1983

17)六車恵一「香川県本田郡牟礼村原遺跡の土器」小林行雄、杉原荘介編『弥生式土器集成 2』 1961

(0 山元素子「八丁地遺跡」 (財 )香川県埋蔵文化財調査センターほか『県道関係埋蔵文化財発掘調査概報 平成 7

年度』1996                       ヽ

(9 注 5文献に、出土遺物等の記載がある。

αO 注 4文献

12



第 3章 調査の成果

第 1節 調査区

今回調査を実施したのは、西南から東北方向の約400mの範囲で、大きく2つの地区に分かれる。東

側の調査区は段丘上にあたることから「東段丘地区」と呼称することとする。ここでは弥生時代終末期

の竪穴住居跡10棟のほか、奈良時代の土坑、中世の溝跡などを検出した。

西佃1の調査区は段丘を挟んで両側に谷が所在することから「西段丘地区」、「東谷地区」、「西谷地区」

の3調査区に細分し、さらに「西段丘地区」は調査前の地筆から①～③の小区に細分した。「西段丘地

区」からは、弥生時代終末期の竪穴住居跡 1棟のほか近世の遺構を検出した。「東谷地区」は県道高松

志度線 (平成 8年度)と 医療短期大学 (平成 9年度)の 2回 に分けて調査をおこない、弥生時代後期後

半から終末期の遺物を多量に包含する旧河道を検出している。「西谷地区」も同様に弥生時代後期後半

から終末期の遺物を多量に包含する旧河道を検出した。これらの地区名は第3図に、調査時の地区名と

の対照を第 5表に示す。

第 2節 層序

「東段丘地区」は、調査着手前は桃畑となっていた。標高は約24mである。表土直下に風化の進んだ

いわゆる花同岩マサが現れ、この上面が遺構面となる。段丘上の大半が後世の削平をうけていることが

試掘調査によって確認されており、一部に遺構が残存している状況である。

「東谷地区」は、段丘に挟まれた幅約80mの谷の一部分にあたる。調査着手前の標高は約13mを測る。

この谷は「西谷地区」の調査成果から古代以降に大規模な開折をうけたと推定され、開折を免れた地域

に弥生時代後期を中心とする遺物を包含する旧河道が残存している状況である。旧河道の層序について

はS R01の 項に記述する。なお、この地区は昭和50年代に大規模な圃場整備が行われ、景観が一変して

いる。調査前は水田であつた。

「西段丘地区」は、調査着手前は宅地および水田であつた。標高は約13～ 14mである。ここでも表土

直下に風化の進んだ花同岩マサが現れる。水田造成のため削平をうけており、表土を除去すると地山が

段状にカットされている状況が観察された。

弥生時代後期から古代の遺物を包含する旧河道が検出された「西谷地区」は「東谷地区」の谷のよう

に大規模な開折をうけていない。調査着手前の標高は12m。 層序についてはS R02の 項で記述する。

調査時地区名  1  報告書地区名
県道  I区      西谷地区
県道  Ⅱ区    西段丘地区③
県道  Ⅲ区    西段丘地区①
県道  Ⅳ区     東谷地区

調査時地区名  1  報告書地区名
文化行政課 (H.8)  西段丘地区②
医短  I区     東谷地区
医短  Ⅱ区     東段丘地区

第 5表 調査区 対照表
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第9図 「東段丘地区」遺構配置図 (1/200)
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第10図 「東谷地区」 遺構配置図 (1/200)
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0                 10m

第12図 「西谷地区」遺構配置図

第 3節 遺構・遺物

1.縄文時代晩期

「東谷地区」のS R01お よび上面精査中に縄文時代晩期の土器片数点を検出している。第13図 1～ 4

は深鉢、 5は浅鉢である。 1～ 4はいずれも回縁部直下 (6mm～ l cm)の外面に突帯を貼り付け刻み

目を施している。また、口縁端部上面にも刻み目を施している。 1、 4の刻み目は突帯部が「D」 字形、

口縁端部が「0」 字形、 2は線状

の刻み目である。 3の刻み目は粗

雑なものである。 5の浅鉢は口縁

部直下の外面に突帯を貼 り付け、

内面に 1条の沈線を施 している。

波状口縁の浅鉢 (657)に ついては

後述する。

1%25ノ冒 5

フ√●4蹴蟄
第13図  S R01 出土遺物実測図 (1)
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2.弥生時代後期～終末期

「東段丘地区」で当該期の10棟の竪穴住居跡、「西段丘地区」で 1棟の竪穴住居跡を検出した。また、

「東谷地区」および「西谷地区」で旧河道を検出している。

S H01

東段丘地区の東北隅で検出した竪穴住居跡である。東側は池に面した急斜面で発掘区の拡張には限界

があったため全体像を明らかにできなかった。平面形は隅丸方形を呈しており、規模は南北5,Om以上、

東西2.8m以上、検出面からの深さ0.4mを測る。主柱穴は 2基検出し,調査区外 とあわせてほぼ正方形

の配置で 4基の柱穴で構成されていたと推定できる。ほぼ中央部の南よりと推定される地点に隅丸長方

形 (幅約65、 長135以上、深約20cm)の炭化物を多 く含む土坑があり、炉と推定されるが、ほぼ中央部
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褐色粗砂混じリシルト質土

暗褐色粗砂混じリシルト質土

黄褐色砂質土 (地山)

黒色シルト (炭化物含)   4
赤褐色粗砂混じリシルト質土

黒褐色粗砂混じリシルト質土

第14図  S H01 平・断面図 (1/50)
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S H01 出土遺物実測図
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第15図



と推定される位置にも焼土

が見られる。周囲には、地

山削り出しによるベット状

遺構が設けられ、南壁際と

東壁際に壁溝 (幅約25、 検

出面から深約10cm)が見ら

れる。

28イκ入 リコンテナ2.5箱

分の土器片が出土した。遺

物は埋土上層、埋土下層、

床面に分離 しているが、3

者間で接合できる事例が多

く混在していると判断され

るため第15図 に一括して図

示した。 6の壺はベッド状

遺構内側の床面に伏せ置か

れた状態で出土した。 7の

壺小片は下川津 B類土器。

日縁端部に波状文が施され

る。 8～ 11の甕は「く」字

状に外反する口縁を有 し、

口縁部外面にハケ調整が認

第16図  S H02 平・断面図 (1/50)

23.40

0              2m

0              5 cm

1.暗褐色粗砂混じリシルト質土

2.黄褐色砂質土 (地山)

0            ]Ocm

第17図  S H02 出土遺物実測図
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められる。14の甕は下川津 B類土器に形態が類似するが、胎土がやや異なり器壁も厚いものである。18

の甕、25の底部、30～ 32は下川津B類土器である。30～ 32は破片のため高杯か鉢か不明である。29の底

部外面には木葉圧痕が認められる。34の鉢は口縁部に強いヨコナデを施し、端部がやや内湾している。

35の鉢の外面下半は幅広のヘラケズリを連続して施している。

S H02

東段丘地区の東北隅近 く、 S H01と S H05の 間で検出した。平面形は隅丸方形を呈しており、規模は

南北3.3m、 東西2.8m、 検出面からの深さ0。 2mを測る。炉跡や柱穴跡は検出されなかった。遺物は、

埋土中より緑泥片岩製の石斧片、土器片が28じ 入コンテナ
1/2箱出土した。細片が多 く接合できる資料

は少ない。第17図 41、 42の甕、44の高杯か鉢は下川津 B類土器である。45の鉢は完形に近い状態に復原

できた。49は緑泥片岩製の打製石斧である。基部は欠損している。先端部や側縁部に使用痕が見られる。

S H03

東段丘地区の南部の中央よりで、 S H04と並んで検出した。中世の S D02と 重複する。平面形はやや

楕円形に近い隅丸方形で、規模は南北3,2m、 東西2.7m、 検出面からの深さ0.3mを測る。炉跡や柱穴

50
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第18図  S H03 平・断面図 (1/50)、 出土遺物実測図
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2.暗褐色粗砂混じリシルト質土
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跡は検出されなかった。遺物は土器片が28イκ入リコンテナ1/4箱出土した。第18図 50は壺口縁部の小片

である。端部に沈線が 1条巡っている。51は鉢の小片、内面はハケの後ヘラミガキをしている。

S H04

東段丘地区の南部の中央よりで、 S H03と並んで検出した竪穴住居跡である。平面形は北壁は検出で

きず、また、西壁に歪みはあるものの基本的には隅丸方形と考えられる。規模は南北3.4m以上、東西
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1.暗褐色粗砂混じリシルト質土

2.黄褐色砂質土 (地山)

0               2m

第19図  S H04 平・断面図 (1/50)
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第20図  S H04 出土遺物実測図
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3.8m、 検出面からの深さ0.2mを測る。炉跡や柱穴跡は検出できなかった。遺物は土器片が 28イκ入コ

ンテナ 1/4箱 出土した。第20図 の52～ 54は下川津 B類土器である。53の底部には丁寧なヘラミガキが認

められる。55は高杯脚部、56は製塩土器底部である。

S H05

調査区のほぼ中央部で北壁に接するように検出した竪穴住居跡である。平面形は北に突出部を持つ隅

丸方形を呈しており、規模は南北5。 4m、 東西5.4m、 突出部幅2。 2m、 突出長0.8m、 検出面からの深さ

0。 6mを測る。主柱穴は、ほぼ正方形の配置で4基の柱穴で構成されていたと推定できる。住居内の中央

部南よりに多量の炭化物を含む隅丸長方形 (幅約55、 長約135、 深20cm)の土坑を検出した。この北佃1
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4.黒褐色シルト質土 (炭化物含)
5.褐色粗砂混じリシルト質土
6.黒色シルト (炭化物含)
7.黄褐色砂質土 (地山)
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第21図  S H05 平・断面図 (1/80)
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第23図  S H05 出土遺物実測図 (2)

の住居中央部にも被熱をうけて赤色化した部分が存在し、土坑を炉跡とするべきか焦土部分を炉跡とす

るべきか判断できない。四周には地山削り出しのベット状遺構が存在する。

遺物は、28し 入 リコンテナ4.5箱分の土器、石器片が出土した。完形に近い状態で出土したものも多

い。上層、中層、下層、床面上に分離して遺物の取 り上げをおこなっているが、相互に接合できる資料

が多いため、第22、 23図では一括して図示した。59は直口壺である。マメツしている。60、 61の甕はほ

ぼ完形に接合できた。58の壺、70～ 73の甕、80の片口鉢、85の製塩土器は下川津B類土器である。68、

69の甕は下川津 B類土器に形態が似るが、器壁が厚 く胎土も異なる。62と 63、 71と 72は接合できなかっ

たが同一個体と考えられる。74～ 77は、77がかなり丸底化が進んでいるものの平底の鉢である。75は底

部に粘土紐を高台状に貼り付けている。81の高杯は吉備系と考えられる。短脚で屈曲部をもち、四つの

円孔があり、杯部外面には横方向のヘラ描き沈線文が施されている。82は小型の壺口縁部、83は底部が

尖るやや特異な形態である。内面は板ナデ、外面はタタキ後ナデである。

S H06

東段丘地区のほぼ中央部で調査区西壁に接して検出した竪穴住居跡である。平面形は北に突出部を持

つ隅丸方形を呈しており、規模は南北5。 6m、 東西5.8m、 突出部幅2.8m、 突出長0。 6m、 検出面からの

深さ0。 7mを測る。主柱穴は、ほぼ正方形の配置で 4基の柱穴で構成されている。 S H01や S H05と 同

じく、住居中央部やや南に多量の炭化物を含む隅丸長方形 (幅約75、 長約210、 深約 7 cm)の土坑と中

央部に被熱により床面が赤色化した部分がみられる。赤色化した床面の下から、石が入つた円形の土坑

(径約60、 深約 8 cm)を検出したが、その性格については不明である。四周には地山削 り出しによる

ベット状遺構があり、南壁際から西壁際かけて壁溝 (幅 10～ 15、 深数cm)が存在する。 S H06は 、床面

直上と主柱穴の 1つから炭化した木材が出土し、消失した家屋 と考えられる。

遺物は、埋土中より小型丸底土器をはじめとして、甕・壺
。高杯などの土器片が283入 リコンテナ 6

箱分出土した。また、住居跡のほぼ中央部の上層部分に土器が集中した場所があり、住居廃絶後に人為
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的に投棄されたものと考えられる。第25、 26図では上層出土 。中層出土・下層、床面直上および土坑出

土遺物に分けて図示した。87～ 101は上層出土遺物である。88、 94、 96の 3点以外は中央部分の土器溜

まりから出土したものである。87の壺の回縁端部には 3条の沈線が認められる。88～ 90の壺、99の甕、

101の小型丸底土器は下川津 B類土器である。90は器高 9 cmほ どの小型のものである。101の小型丸底

土器は本遺跡出土のもののなかでは新しい様相を呈する。

102～ 114は 中層出土の遺物である。104～ 107の甕、111の底部は下川津 B類土器である。114の鉢は外
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第26図  S H06 出土遺物実測図 (下層・床面 )

反する口縁と突出する底部を有する。

115～ 126は下層、床面直上および土坑出土の遺物である。115、 120、 123は 中央部の床面が赤色化 し

た部分から、116～ 118、 121、 122、 124、 125は床面直上、126は下層出土のものである。117は直口壺、

一）影
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完形に近い状態に復原できた。121は

形態は下川津 B類土器に似るが、胎土

には砂粒を多 く含むものである。122

の甕、125、 126の鉢は下川津 B類土器

である。125の 鉢は内外面に四方向の

ヘラミガキが施されている。126は 内

面が四方向のヘラミガキ、外面はヘラ

ケズリが施されている。

S H07

東段丘地区の画部の中央よりで検出

した竪穴住居跡である。平面形は、隅

丸方形を呈 しており、規模は南北2.7

m、 東西2.4m、 検出面からの深さ0.2

mを測り、底面はほぼフラットである。

炉跡や柱穴跡は検出されなかった。埋

土は焼土塊を含む暗褐色シルト質土で、

出土土器片は数点であるが上層から高

台のついた碗と推定される土師器小片

と須恵器小片 (いずれも図化不能)が

出土している。混入と考えられる。

S H08

東段丘地区の西壁近 くで検出した竪

穴住居跡である。平面形は、隅丸方形

を呈 してお り、規模は南北 1。 5m、 東

西1.8m、 検出面からの深さ0.2mを測

り、底面はほぼフラットである。炉跡

や柱穴跡は検出されなかった。埋土は

焼土塊を含む灰褐色粗砂混じリシルト

質土で、土器片少量が出土した。土器

片のなかには格子目のタタキをもつ土

師質土器片があるが混入 と考えられ

る。

23.50

―

ユ́ 一́一一一――/
2

暗褐色シル ト質土 (焼土含)   0             2m
黄褐色砂質土 (地山)

S H07

|

~    1   
響

2

Ｏ
Ю
．∞
劇

１

２

Ｏ
Ю
．∞
倒

一

１

２

灰褐色粗砂混じリシルト質土

黄褐色砂質土 (地山)
0        1m

S H08

第27図  S H07008 平・断面図 (1/50)
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S H09

東段丘地区のほぼ中央部で検出した竪穴住居跡である。平面形は、やや胴丸であるが基本的には隅丸

方形を呈する。規模は南北2.6m、 東西2.2m、 検出面からの深さ0。 3mを測 り、床面はほぼフラットで

ある。ただし、東側の中世遺物を包含するS D03に よって埋土が変色 しており、 S D03と の切 り合いに

関しては明確に把握できていない。したがって、規模についてはやや不正確な要素がある。ほぼ中央部

に焼土がみられ、炉の可能性が考えられる。 S H09は 暗褐色粗砂混じリシル ト質土層の上層 と暗褐色砂

質土の下層よりなるが、焼土は下層の上面に存在するから暗褐色砂質土層は貼 り床である可能性がある。

柱穴跡は検出されなかった。遺物は、28‖ル入 リコンテナ 4/5箱分の土器片が出土した。第29図 127～ 148

はS H09出 土の遺物実測図である。121、 122の甕はほぼ完形で出土した。「く」字甕で、日縁部外面に

もタタキの痕跡が認められる。132の甕は下川津 B類土器である。138は高杯の杯部。口縁端部はきわめ

て薄い形状である。脚部外面はヘラケズリされている。139の鉢は小片のため図の傾きには検討の余地

がある。140の鉢の底部には木葉圧痕が認められる。142は異形の土器であるが鉢とした。薄手のつくり

で歪んだ形状である。145、 146の製塩土器底部外面には板状工具による圧痕が認められる。147、 148は

ミニュチア土器である。

S D03

23.50

2  0

1.暗褐色粗砂混じリシルト質土
2.暗褐色砂質土
3.黄褐色砂質土 (地山)

■ 焼土
0               2m

第28図  S H09 平・断面図 (1/50)
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第29図  S H09 出土遺物実測図

S H10

東段丘地区の西部の北壁よりで検出した南北2.3m、 東西2,5mの方形の落ち込み遺構である。中央部

に炭化物や焼土が集中した箇所があり、炉跡ではないかと考えられる。このことより、本来の掘 り方は

後世の土壌化の進行によつて検出できず、竪穴住居跡のベット状遺構の内佃1を検出したものと推定でき

る。また、柱穴数基を検出したが、どれが S H10に 帰属するのか明確でない。

遺物は、埋土中より完形に近い甕など283入 リコンテナ2箱分の土器片が出土した。150、 151の

「く」字甕は、日縁部内面にハケ調整が認められる。152は上層および底面から出土した破片が完形に

近い状態に接合できた。灰白色を呈し、輪状高台を付すもので他地域から搬入されたものと考えられる。
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5.黄褐色砂質土 (地山)
6.暗黒褐色砂混じリシルト質土 (炭化物含)
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第30図  S H10 平・断面図 (1/50)

157～ 160の小型の鉢は明瞭な平底をもつ。160の鉢には漆と思われる物質がわずかに付着している。162

の土師器甕は奈良時代のものである。混入したものであろう。

これまでに述べた「東段丘地区」の竪穴住居は、床面積30ピほどのS H01・ 05・ 06と床面積 6～ 8ピ

ほどのS H02・ 03・ 04・ 07～ 09の 2者に分けられる。前者は方形で北側に張り出しをもち、ほぼ正方形

の 4本の主柱穴、南側に長方形もしくは長楕円形の土坑を有するという共通点があり、後者は柱穴など

が検出されないなど共通点が多い。また、建物主軸も巨視的には揃っていると考えられ、出土遺物にも

大きな時期差は認められないことから同時期のものと考えられる。なお、長方形もしくは長楕円形の内

部に炭化物が含まれる土坑と住居中央部の床面に被熱赤変が見られたり炭化物を含むピットが共存する

事例は、観音寺市の一の谷遺跡群大12号竪穴住居跡や坂出市の川津一ノ又遺跡Ⅳ区 S H29な どでも類型

が知られる。しかし、その機能については明確ではない。

③ 西岡達哉ほか『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第7冊 一の谷遺跡群』1990 香川

県教育委員会ほか 古野徳久『四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告第30冊 川津一ノ又遺

跡Ⅱ』1998 香川県教育委員会ほか
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第31図  S H10 出土遺物実測図

S Hll

西段丘地区③区で検出した竪穴住居跡である。西側は後世の造成によつて削平され、北佃1は調査区外

に延びるため、本来の形状・規模は不明であるが、西南隅の形状から隅丸方形の平面形をなすものと考

えられる。地山削り出しのベッド状遺構を有し南辺には壁溝 (幅 36、 深3 cm)が検出された。柱穴は2

穴検出したが、柱の配置は不明である。ベッド状遺構内部の南よりに炭化物を多く含む埋土の東西方向

に長い土坑 (幅 58、 長120以上、深10cm)を検出している。炉と考えられる。

28イκ入リコンテナ2箱分の遺物を検出した。遺物は炉の埋土と住居埋土として取り上げているが、

両者間で接合できる事例が多く、取り上げの日付などから検討すると若干の混乱が想定されるため、一

括して第33・ 34図 に図示する。163の壺は口縁端部を上下に拡張し、内面に6条のヘラ描き沈線、外面

に山形文を施している。164、 165の壺は下川津B類土器である。166の胎土も下川津B類土器と類似す

る。171の小型の甕も下川津B類土器と類似する胎土である。この甕に漆は付着していないが、本遺跡

で数多く出土した漆付着土器と類似する大きさ
。形態のものである。容量は93ccである。172は、体部
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から「く」の字形に屈曲し回縁部が上方に立ち上がる吉備系の甕である。内面はくびれ部以下までヘラ

ケズリをしている。173は典型的な下川津 B類土器の胎土は若干異なり金雲母を多 く含むもの。174、

175の甕、178、 179の大型の鉢、180、 181の 高杯か鉢、187の小型丸底土器、188の ミニチュアは下川津

B類土器である。182の鉢の胎土も下川津 B類土器に類似する。ほぼ丸底のものである。190は 凹み石と

した。一面に敲打痕が認められる。

明黄褐色砂質土

黄灰褐色砂質土

黄褐色砂質土 (地山)

1旦・00A'

0               2m

第32図  S Hll 平・断面図 (1/50)
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SP

東段丘地区では竪穴住居跡のほかに多 くの

柱穴を検出した。第34図 はSP出土のもので、

191～ 193は S P02出 土、194は S P25出土の

ものである。192は 下川津 B類土器である。

こC)ほか S P06、  08、  10、  13、  17、  18、  19、

20、 21、 22、 23、 24か ら図化不能であるが弥

生土器片が出土している。

西段丘地区で検出された柱穴のうちには、

S Hllと 同一埋土をもつものがあり、弥生時

代に属するものがある可能性が高いが、遺物

が検出されていないため詳細不明である。

S POl
23.50

E                 W

4

S705     23.80

O①
― |=|｀ヽ 189

0            1 0cm

―

 
‐

第34図  S Hll

S P03

E

||1焼 土

□ 石

一
Ｅ

　

　

　

　

　

　

　

　

一
Ｅ

E         W

4

S P09

E        W
4

SP]3

２３
．
５〇

一
Ｗ

S P04    23.80

4

S P12   23.30

E  

□   W

S~~Ц
フ

い~~N

E      W

4

S P08   23.30

23.30

E

２３
．
５〇
一Ｗ

4

S P16`

S

暗褐色シルト質土

黄褐色砂混じリシルト質土

暗褐色砂混じリシルト質土

黄褐色砂質土 (地山)

0

１

２

３

４

lm

出土遺物実測図 (2)

第35図  東段丘地区
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第36図  東段丘地区 SP 出土遺物実沢1図

S R01(平成 9年度調査 )

東谷地区の西段丘地区よりで検出した旧河道である。河幅約3.2～ 7.Om、 深さ約0.9～ 1.lmを測る。

東側は後世に大規模な開折をうけている。埋土はシルトや細砂のラミナを挟在する粗砂を主体とし、巨

視的には短期間で埋没し、上層が黒色を呈することから埋没後しばらく湿地状の環境にあったものと考

えられる。この埋土中に散在するような状況で多量の弥生時代後期の土器片が包含されており、出土量

は平成8年度調査時が28イκ入リコンテナ41箱、平成 9年度調査時には40箱である。平成 8年度調査時に

は一括 して土器の取 り上げをおこなったが、平成 9年度調査時には大きく5層 に分けて遺物を取 り上げ

ており、平成 9年度調査の資料を先に掲載する。第39～ 45図 は平成 9年度調査によるS R01出土の遺物

実測図である。上層、下層に区分して図示しているが、第 6表に示す 1～ 3層 を上層、 4～ 6層 を下層

と便宜的に分類したもので、層相など層を分ける根拠があるわけではない。それぞれの遺物の出土層位

は第 6表に示すとおりである (複数層にまたがる場合は各層に番号を記し、上下層に出土層がまたがる

場合は上層にレイアウトしている。下層にレイアウトしているが上層出土のものである)。

第39～ 40図 は上層出土の遺物である。195～ 210は壺である。196の壺頸部には刺突文が認められるが、

途中で途切れ連続しない。200は 口縁端部を上方に摘み上げ、タト面に波状文と山形文を描いている。202

～206は下川津 B類土器である。207と 208の細頸壺は接合できないが同一個体と考えられる。209は類例

に乏しいが、複合口縁の壺とした。日縁部外面に稚拙な線刻がある。210の 直口壺は口縁部内外面に絞

り目が認められる。211～226は甕である。211、 212は接合できないが同一個体である。219は下川津 B

類土器の模倣形態の甕、220～ 222は下川津 B類土器である。227の底部は粘土紐を板状工具で押圧 した

後にナデ、指オサエで脚台を付 している。229～ 231は 高杯脚部、232、 233は漆の付着する甕である。

234～ 236の高杯か鉢、244の小型丸底土器、252～ 254の 製塩土器は下川津 B類土器、241、 242は漆の付

着する鉢である。243の鉢は高台状の底部をもち、口縁の外反する形態である。247～ 254の 製塩土器の

体部外面はすべてヘラケズリか板ナデ調整である。255は製塩土器底部と考えた。256は最も上層の赤褐

色砂質土から出土した土師質土器杯である。混入であろう。

第41～ 44図 は下層出土の遺物実測図である。257、 262の壺の回縁端部には3条の沈線が施されている。

263～ 267は下川津B類土器である。263、 265は 口縁端部に、267は頸部に2条の沈線が施されている。

268の細頸壺の頸部は直線的な形状を呈する。269、 270は漆の付着する壺である。272～ 274の 甕はほぼ

完形で出土した。273の体部には線刻による文様が描かれているが、何を意匠したものか不明である。

274は 2種類のハケを使い分けている。280も ほぼ完形で出土した。283～ 285は下川津 B類土器を模倣 し

たもので、286は下川津 B類土器である。ほぼ完形で出土した。289の土器底部には底部のやや上方が穿

子Lさ れている。290～ 292は甑である。293～ 298、 304は高杯である。293、 294は 同一個体と考えられる。

278～ 304は下川津 B類土器である。298に は 2孔一対の穿孔が合計 6孔認められる。299～ 303は 302が鉢
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第39図  S R01 出土遺物実測図 (2)(上層 )
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第41図  S R01 出土遺物実測図 (4)(下層)
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第42図  S R01 出土遺物実測図 (5)(下層 )
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第43図  S R01 出土遺物実測図 (6)(下層)
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第44図  S R01 出土遺物実測図 (7)(下層)

であるほかは高杯か鉢か断定できない。305、 306の鉢は丸底、ほぼ完形で出土した。307も ほぼ丸底の

ものである。310、 313～ 316は下川津 B類土器、317～ 321は 漆の付着する甕、326は管状土錘である。

327～ 329の石材はサヌカイト、327は石鏃、328は有舌尖頭器である。328は磨滅している。329はスクレ

イパー、330は緑泥片岩製の大型蛤刃石斧とした。331は砥石である。 4面に擦痕が認められる。

第45図332～ 337は 出土層位不明の S R01出 土遺物である。333の内傾する二次口縁部を有する壺は下

川津 B類土器である。328は形態は下川津 B類土器に類似するが胎土は異なるものである。336、 337は

漆の付着する土器片である。336は壺の体部と考えられる。
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第45図  S R01 出土遺物実測図 (8)

S R01(平成 8年度調査 )

第46図は、平成 8年度に調査された S R01北壁の断面図である。堆積層の色調や粒度などの記載は平

成 9年度調査の記録とは異なるが、断面写真を比較すると、ほぼ同一の堆積状況であると判断され、両

者は同一の河道である。平成 8年度調査では遺物を一括して取 り上げているので、第47～ 54図 に実測図

を掲げる。

338～ 362は壺である。このうち350～ 355、 357～ 361は下川津 B類土器である。344は不明瞭であるが

口縁端部に波状文が施されている。347の壺口縁部は上下に拡張し、外面に斜格子文を描 く。また、頸

部と体部境界に刻み目突帯を貼 り付ける。348の口縁部外面には複線波状文が描かれている。349の頸部

と体部の境界には上下に列点文を配した刻み目突帯を貼 り付けている。345、 363～ 398は甕である。365、

368、 372は ほぼ完形に近い状態で出土 した。378、 379は粗雑な造 りのもので厚い底部を有する。381は

下川津 B類土器を模倣 したもの、388、 389は 口縁端部を上方に摘み上げ、やや特異な形態を有する。

390は 下川津 B類土器を模倣 したもの、391～ 398は下川津 B類土器である。399～ 402の底部には木葉圧

痕が認められる。403～405は 甑。405は 2孔の穿孔がなされている。407～420は高杯である。408～412

の杯部のみの破片の場合、下川津 B類土器では高杯なのか鉢なのか判断できない場合が多いが、下川津

B類土器でない場合は高杯とした。ただし411、 412は下川津 B類模倣形態の可能性がある。409に は赤

色顔料が付着している。417～ 428は下川津 B類土器である。417は杯部と脚部が円盤充填されている。

419の脚部には 2孔一対の穿孔がある。423の鉢は下川津 B類土器の胎土と思われるが 2mm近い砂粒を

多 く含んでいる。426～428の鉢は口縁部が大きく外反する形態である。

429～436は 明瞭な平底をもつ鉢、437～440の鉢は不明瞭ながら平底をもつもの、441～449は ほぼ丸底の

鉢である。このうち433、 434、 445は、内面をハケ調整した後に口縁部をヨコナデして整形するものが

多いなかで、日縁部を整形した後に内面をハケ調整している。453～ 461は小型丸底土器である。このう

ち453～ 457は下川津 B類胎土である。462～ 472は製塩土器。このうち462～469は下川津 B類胎土である。

472は外面にタタキロを有するもので、ヘラケズリされたものが多数を占める本遺跡出土の製塩土器の

なかでは新しい様相をもつ。

473～ 475は ミニチュアである。475は器種不明である。476も 器種不明で図の天地も不明であるが、外

48
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面に線刻が認められる。477～488は漆の

付着するものである。477は外面に漆状

のものを塗布 している可能性がある壺の

回縁部である。本遺跡出土の漆付着土器

は、漆製品を生産する用具の性格を持つ

と思われるが、これが漆であるとすれば

唯一の製品となる。480と 483は接合でき

ないが同一個体である可能性がある。

489、 490は サヌカイ ト製の石鏃、490は

細部調整が不十分なため未製品である可

能性がある。491は打製石斧。使用痕が

認められる。492、 493はスクレイパーと

した。494は砥石である。一面が窪むほ

ど磨減している。

また、 S R01埋土から繊維製品が出土

している。これは土器の水洗い中に見出

されたもので出土層位や出土状況は不明

である。495は繊維製品の略測図で、繊

維の織 り目の方向などは図化 していない。

側縁に漆が付着し、一部には土がこびり

ついている。繊維の同定については調査

中である。

0 5cm
tl

-

第54図 S R01 出土遺物実測図 (16)
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S R02

西谷地区で検出した旧河道である。西側の岸が調査区外になるため河川の規模は不明であるが、幅17

m以上、深さ約0。 9～ 1.Omを測る。 S R02は 、東谷地区の S R01が拳大の礫が混じつたり、粗砂を中心

とする堆積物で埋没していたのに対し、最下層は粘土層を中心とする細粒堆積物で埋没し、堆積層も水

平に堆積 している。 S R01に対し静穏な環境のもとで埋没していたことが伺われる。この河川の東側斜

面に多量の弥生時代後期の土器片が堆積 していた。出土量は28くκ入 リコンテナ31箱である。また、第55

図第 8層 (V層 )は、多量の土器片が包含されていた堆積層を開折 して形成された層であるが、調査時

の所見ではこの層には古代～弥生時代の遺物が包含されていた。(整理調査時には第V層 出土土器中に古

代の土器は見出されなかったが、調査担当者の記憶ではトレンチ出土の墨書土器 (677)が本層出土の

ものとのことである。)

河川東側斜面で検出された弥生時代後期の土器は、詳細に観察すると東佃1斜面からズリ落ちるように

堆積しており、土器片の重なりも斜面に平行するように重なっている。従って南からの水流の影響をほ

とんど受けておらず、東側の岸から投棄された状態で検出されたものと考えられる。なお、河底に幅約

1.2m、 深約0.2mの ガヽ流が、東側河岸に幅0.5m、 深さ不明の溝状遺構があるが、埋土や遺物の包含の

状況については記録がないため不明である。

第56図はV層出土の遺物実測図である。497の壺は二次口縁部に刻み日、山形文が施されている。498

～502は下川津B類土器である。501は 口縁端部を上方に拡張し竹管文、502は 口縁端部を上下に拡張し、

櫛描きの波状文と山形文を描いている。504の甕は下川津B類を模倣したもの、505の甕、506の高杯か

鉢は下川津B類土器である。507の鉢は丸底のもので内外面を板ナデしている。509は甑、510は土錘、

511は土鈴とした。512～ 514の小型丸底土器は下川津B類土器である。

第57～ 61図 はⅥ層出土の遺物実測図である。516～ 529は壺、このうち521～ 529は下川津B類土器であ

る。517は 口縁端部を上下に拡張し半裁竹管文を施す。518は竹管文、半裁竹管文、山形文、波状文など

で加飾したものである。519の二重回縁壺は外面に凹線文が 6条施される。520は西部瀬戸内系の二重回

縁壺である。マメツしている。521は やや長い頸部であることから、S R02出 土遺物の中では古い様相

を呈すると思われる。527は 口縁端部を上下に拡張し半裁竹管文を施文している。530～ 560は甕である。

540は 口縁端部を上下に拡張し3条の沈線が見られる。546～ 548、 570は下川津B類模倣形態、549～ 560、

571、 572は下川津B類土器である。541は 口縁部外面のみハケ調整が見られ、体部外面はタタキの後ナ

デている。544は突出する底部をもつもので、内面をハケ調整している。575、 576の底部には木葉圧痕

が認められる。577～ 582は高杯、583～ 599は鉢もしくは高杯である。このうち578～ 595は下川津B類土

器である。596～ 599は 下川津B類模倣形態と考えられる。579と 582の高杯の杯部には2個 1単位の穿孔

が見られる。593～ 595は鉢であることが明確であるが、日縁部の破片のみが出土すると鉢か高杯か判断

できない。600～ 611の鉢は平底のものと丸底のものがある。607～ 611の鉢は口縁部が内側に湾曲し鉄鉢

状の形状を呈する。本遺跡の当該期の遺物を通観するとS R02以外では認められない。613は鉢と考え

たが小片のため傾きは不明確である。614、 615は漆の付着する土器である。615は 内面に凹凸が見られ

ることから鉢ではなく壺か甕であろう。616～ 621は小型丸底土器で、616～ 619は下川津B類土器である。

622～ 626は製塩土器で、622～ 625は下川津B類土器である。
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第56図  S R02 出土遺物実測図 (1)(V層 )
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第58図  S R02 出土遺物実測図 (3)(Ⅵ 層)
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第59図  S R02 出土遺物実測図 (4)(Ⅵ 層)
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第60図  S R02 出土遺物実測図 (5)(Ⅵ 層 )
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o            ]Ocm

第61図  S R02 出土遺物実測図 (6)(Ⅵ 層 )
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古 代

東段丘地区で土坑 1基を検出したほか、西谷地区

の包含層中から墨書土器 (677)を 検出している。

S K01

東段丘地区の北西部で検出した土坑である。平面

形は楕円形を呈 してお り、規模は南北1.7m、 東西

1.9m、 最も深いところで0。 7mを測る。底部には 4

個の小 ピットを検出した。第62図 627は 土師器皿、

628は土師器甕、629は須恵器蓋杯、630、 631は須恵

器皿である。このほか埋土中より須恵器の大甕片が

出土している。時期的には 8世紀のものと考えられ

る。なお、調査区の端で単独で検出されたため土坑

としたが、土坑底面から柱穴を検出していることか

ら掘立柱建物の柱穴である可能性も考えられる。

中 世

東段丘地区で溝状遺構 3条を検出したほか、東谷

地区・西段丘地区・西谷地区の包含層中から中世土

器片を検出している。

S D01

調査区の東部で検出した南北にのびる溝跡である。

規模は検出長約12.8m、 幅0。 9m前後、深 さ0。 2～

0。 lmであった。南は南壁から調査区外へのびてい

ると考えられ、北は後世の耕作に伴って削平を受け

ていると考えられる。遺物は、少量の土器細片が出

土したのみである。遺物が少量で細片であるので時

期決定は難しいが、 S D03と 同時期のものと考えら

れる。

S D02

調査区のほぼ中央で検出した南北にのびる溝跡で

ある。規模は検出長約 10。 5m、 幅1.Om前後、深さ

0。 lrn前後であった。南は南壁から調査区外へのび

ていると考えられ、北は後世の耕作に伴って削平を

][言う警[11:「
ん冒基土 %百下刊卜~~」

m
１

２

３

′      ‐ 629

630

0            10cm

第62図  S K01 平・断面図 (1/50)、
出土遺物実測図
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受けていると考えられる。遺物は少量の土器細片が出土したのみである。遺物が少量で細片であるので

時期決定は難しいが、 S D03と 同時期のものと考えられる。

S D03

調査区のほぼ中央で検出した調査区を南北に横切る溝跡である。規模は検出長約23m、 幅0.5～ 2.8m、

深さは最も深いところで0。 45mであつた。南北とも調査区タトヘのびていると考えられる。第64図はSD

03出土遺物の実測図である。632は青磁椀。633は土師器鉢、634は土師器土鍋、635は備前焼甕の口縁部

破片である。

S DOl S D03(その 1)

4

S D03(その 2)

24.00 E 23.50 E

S DOl(調査区南壁 )
2

W 24.20 E

1.黒褐色シルト質土
2.耕作土
3.暗褐色シルト質土
4.黄褐色砂質土 (地山)

23.60 E

0        1m

~~~ヒ

上

「

―

4

S D02

2 24.60 E

第63図 S D01～ 03 断面図 (1/50)

召
、  635

0           10Cm

第64図  S D03 出土遺物実測図
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近 世

西段丘地区では、弥生時代後期の竪穴住居跡S Hllの ほ

か多くの溝状遺構、土坑、柱穴、性格不明遺構を検出して

いる。これらのうち遺物を包含しているものはS Hll以外

は近世のものが多い。また、遺物を包含していなかった遺

構についても、包含層中に弥生時代後期や中世の遺物片が

含まれるため、弥生時代や中世に遡るものが含まれる可能

性があるが、大半は近世に属すると考えられる。なお、柱

穴の配置には建物を復原しうるような企画性は認められな

い。

S K02

西段丘地区①で検出した土坑である。平面形は円形を呈

し径約2～ 2.2m、 断面形は台形を呈 し深さ1.lmを測る。

土坑下面の地山がグライ化していることから水溜的な性格

をもつものと考えられる。陶磁器片など数点の近世遺物が

出土している。

S K03

西段丘地区①で検出した土坑である。西側が調査区外に

延びるが、一辺約1.6mの隅丸方形を呈すると考えられる。

断面は台形を呈し深さ約0.75mを 測る。陶磁器片など数点

の近世遺物が出土している。

S X01

西段丘地区①の南端付近で検出した落ち込みである。西

南側は遺構が調査区外に延びるため規模は不明であるが、

東西径約5m以上、南北径約5.75m以上の規模で、断面は

二段に落ち込み、深さ約0。 65mを測る。断面の状況から一

度埋没したのちに再び掘り直された状況が観察され、第66

図の断面図の暗青灰色シルト層 (6層 )と 暗灰色粘質土層

(2層 )が最初の埋没時の層で、それ以外の 1、 4、 5層

が再掘後の堆積層である。底面は地山の風化花同岩層であ

るため井戸のような湧水は考えられず、水溜的な性格をも

つ遺構と考えられる。 遺物は主に6層 から検出された。
636は肥前の刷毛目椀、637は陶胎染め付け椀、638、 639は

唐津皿、見込みに砂目が認められる。640は形態から髪油

14.30

｀

___/戸

ヽ

5

1.褐色砂混じり粘質土
2.暗褐色砂混じり粘質土

,i夷捏急鷲骨:絶菖量
土
 %¬す_卜__」 m

5.暗褐色粘質土

S K03

第65図  S K02、 03 平・断面図 (1/50)

1.明灰色砂質土
2.暗褐色砂質土
3.黄褐色砂質土
4.明褐色砂質土
5.黄褐色粘質土

0    1m

6.暗褐色砂質土
7.暗灰色シルト
8.明黄褐色粘質土
9.暗褐色粘土
10.青緑灰色シルト

S K02
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灰褐色粘質土

暗灰色粘質土

茶灰褐色粘質土

暗灰色砂混じり粘質土

暗灰褐色粘質土

暗青灰色シルト

14.00

)               2m

第66図  S X01 平・断面図

0           1 0cm

(1/50)、 出土遺物実測図
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/9

壺 と考えた。641は 備前スリ鉢の口縁部である。重

ね焼きされている。

S D04

西段丘地区③北部で検出した南北方向の溝状遺構

である。第67図 に示すように溝状遺構が連続してお

り、三者が連続するものである可能性が高い。幅約

40cm、 深さは南側で深 く北側の二者は浅い。前者は

約30cm、 後者は5～ 10cmほ どである。南端の溝から

遺物が出土している。642、 643はスリ鉢である。見

込み部の卸目は中心から弧状に配されており明石焼

の特徴を示 している。644は 鉢。645、 646は 軒丸瓦

である。645は巴文と連珠文よりなり、646は 巴文で

ある。647は 後述する666か ら見て土管 と考えた。

648は水盤などの脚部と思われる。

A―一         ]2.]OA'

B―
12.10B,

12.10c,

0                2m
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第67図  S D04 平・断面図 (1/50)
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第68図  S D04、 05 出土遺物実測図
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_́ノ 9      ,     7m

第69図  S X02 平・断面図 (1/50)

S D05

西段丘地区②南端で検出した溝状遺構である。幅25cm、 深さ10cmほ どの規模である。第68図 650は S

D05出土の遺物である。土管と考えられる。

S X02

西段丘地区②南端で検出した落ち込み状遺構である。調査時は竪穴住居跡の可能性が考えられたが、

出土遺物は近世陶磁器片、須恵器片、弥生土器片が混在する状況で近世の遺構と判断される。西側はS

D06に こわされ、東側は調査区タトに延びるため平面形は不明で、遺構の性格も不明である。
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包含層および出上位置不明の遺物

包含層および出土位置不明の遺物を以下に掲

げる。

第70図 は東段丘地区で出土 した遺物で、すべ

て上面精査中に出土 したものである。651は弥

生土器鉢、日縁部が外反し、外面底部にヘラケ

ズリが認められる。653、 654は 土師器小皿、

655は備前焼の甕である。

第71図 は東谷地区で出土 した遺物である。

657は縄文時代晩期の浅鉢である。波状口縁で

回縁部内面に一条の沈線が巡 り、波状の頂部付

近で沈線上から穿孔 している。内面はヘラミガ

キ、外面は口縁部がヘラミガキ、体部は貝殻条

痕が認められる。上面精査中に出土 したもので

0            10Cm

くて要≡三二]EIΞ詈三三ラフフ

`53~654

跛
〇

0              5 cm

第70図  東段丘地区 出土遺物実測図

ある。658～ 665は調査区の排水溝の掘削中などに出土したものであるが、 S R01に 関連する遺物と考え

られる。658、 659は弥生土器の壺の口縁部である。658は 口縁端部を上下に拡張し山形文と竹管文を、

659は 口縁端部を下方に拡張し山形文を描いている。660は 西部瀬戸内系の複合口縁壺である。661、 663

は下川津B類土器である。664は漆の付着する甕、665に はヘラ描きによる線刻の認められる破片である

(図の傾き、天地不明)。 666は攪乱層中から出土した土管である。同様のものが18世紀後半以降の遺物

11661

第71図

0            1 0cm

東谷地区 出土遺物実測図
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と共伴 している。

第72図 は、西段丘地区で出土したもの、すべて上

面精査中の出土である。667は 西段丘地区①出土の

土師器杯、底部は回転ヘラ切りされている。668～

670は②出土のもので、668は形骸化した鍔の付く土

釜口縁部付近の破片、669は土釜脚部の破片である。

670は唐津皿である。

第73図は、西谷地区出土の遺物である。671～ 677

はトレンチ出土のものが中心で、出土層位不明であ

るがS R02に 関連するものである。671～ 673は弥生

時代後期の壺、673は 口縁端部に竹管文と沈線、頸

部にヘラ描きの文様が認められる。674の甑は底部

に6孔の穿孔が認められる。675の小型丸底土器は

他例のように明瞭に識別できないものの漆状の物質

が付着している。676の小型丸底土器は下川津B類

土器である。677は須恵器蓋杯である。つまみの両側に

含層中から出土したもので中世土釜の脚部破片である。

第74図 679は東谷地区包含層中から出土したサヌカイト製のスクレイパー、680は 西谷地区の トレンチ

から出土した石錘、681は西谷地区で出土した砥石、682は西段丘地区で出土した砥石である。

0            1 0cm

第72図 西段丘地区 出土遺物実測図

「十」と判読される墨書が認められる。678は包

西谷地区 出土遺物実測図
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第74図 包含層遺物実測図
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第 4 土早 まとめ

第 1節 遺構の変遷

1.縄文時代晩期

東谷地区SR01お よび包含層から縄文時代晩期の突帯文土器数点が出土している。

2.弥生時代後期～終末期

原中村遺跡の中心となる時期である。東段丘地区と西段丘地区で集落、東谷地区と西谷地区で遺物を

多量に包含する旧河道を検出している。

東段丘地区では10棟の竪穴住居跡を検出した。この調査区の東南側は谷が所在するため東南に集落が

拡がっている可能性は無いが、北 。西 。西南佃1は後代の削平によって消滅しているものの、本来はさら

に拡がっていたと推定される。この集落は、一辺 5～ 6mの隅丸方形でベッド状遺構をもち、中央部に

炉をもつ相対的に大型の竪穴住居と一辺 2～ 4mの隅丸方形で炉やベッド状遺構を伴わない相対的に小

型の竪穴住居から構成され、 1棟の大型住居と複数棟の小型住居がセットになる構造と考えられる。こ

れらの住居は弥生時代後期終末期のもので明瞭な時期差は認めがたく、大型建物の方向が概ね揃うこと

も合わせて、同時併存の可能性が高い。一方、西段丘地区では 1棟の竪穴住居跡が検出された。ここで

も後代の削平が著しいため竪穴住居の規模や構造は不明確で、集落としての拡がりを検討する資料に乏

しい。ただし、西谷地区 S R02Ⅵ 層の土器の出土状況は西段丘地区から投棄された状況を示 しており、

本来は数棟以上からなる集落が所在していたことを示すものと考える。一方、東谷地区 S R01出 土の遺

物も位置関係から西段丘地区に関連している可能性が高い。

S R01と S R02の 出土遺物を観察すると弥生時代後期後葉から終末期を中心に後期前葉から終末期の

遺物が混在する状況である。しかし、下川津 B類土器の占める割合が相対的にS R01に低 くS R02に 高

い傾向があり、時期差を示す可能性が考えられる。出土土器片のうち比較的明瞭に識別できる甕の回縁

部について下川津 B類土器とそれ以外の土器の個体数を数えると、 S R01(平成 9年度)で は下川津 B

類土器の占める割合が22%(イ固体数418)、 S R01(平成 8年度)で24%(イ固体数551)、 S R02V層で38%

(個体数216)、 Ⅵ層で44%(イ固体数226)と いう数値を得た。また、層毎に遺物が取 り上げられた平成 9

年度調査分の S R01では、暗青灰色細砂層で12%(イ固体数27)、 暗青灰色粗砂層で17%(イ固体数157)、 黒

色シルト層で26%(個体数39)と いう割合で、下層から上層に下川津B類土器の占める割合が漸増する

ことが判明する。また、鉢底部の丸底化の度合いなどの漠然とした印象から下川津B類土器の漸増傾向

は時期差を表している可能性がある。

このように遺跡範囲は時期的に動いている可能性があるが、巨視的には西谷地区の西側段丘上に所在

する「原遺跡」や西谷地区北西約400mに所在する平成 6年度に文化行政課が調査をおこなった「原中村

遺跡」の弥生時代後期後半から終末期の遺物を包含する小流路の存在も合わせて、弥生時代後期後半段

階に原中村遺跡周辺の集落選地や開発が急速におこなわれたことが指摘できる。この動きの目的とした

ものを出土遺物から読みとることはできないが、一般的な見解としては遺跡北側に拡がる「段丘Ⅱ面」

を中心とする水田開発にあった可能性があろう。今後、周辺地域の発掘調査の進展や広域の遺跡の動向
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の検討を進める必要がある。

3.古代

遺構としては東段丘地区で土坑 1基を検出したのみで、西谷地区包含層から墨書土器を検出している。

4.中世

遺構としては東段丘地区で溝状遺構 3条を検出し、東谷地区、西段丘地区、西谷地区の包含層中から

遺物片が出土している。

5.近世

西段丘地区で水溜用と推定される土坑や性格不明遺構を検出している。出土遺物から17世紀代のもの

と18世紀後半以降ものがある。

第 2節 漆の付着 した遺物

原中村遺跡からは、漆の付着した土器片多数と繊維製品が出土している。第75～ 77図 は漆の付着した

土器の実測図 (縮尺 1/3)で ある。第75、 76図 は前掲の実測図の再録で、第75図 は漆工のために製作

された可能性のある土器、第76図 は漆工のために転用されたと思われる土器の実測図である。第77図 は、

細片のため本来の形状が不明の土器の実測図で、図の天地や傾きは不明確である。

1日 漆の付着状況と土器についての記載

まず、漆の付着状況や土器の特徴について記述する。

317器高約1lcm、 容量約380cc。 口縁部を上方に拡張する形態の甕である。縦に半裁したような状態で

出土し、漆は内面全体と外面にわずかに付着する。また、破損した割れ日の断面にもわずかに付着 して

いる。漆の色調は7.5YRl.7/1(黒 )～ 10YR3/2(黒 褐)で縮みジワ、光沢が認められる。 319器高約

8 cm、 容量約138cc。 口縁部を上方に拡張する形態の甕。縦方向に半裁したような状況で出土した。漆

は内面に斑状にわずかに付着している。 318ほ ぼ完形で出土した。器高約 8 cm、 容量約100cc。 口縁部

を上方に拡張する形態の甕。内面全体に付着し、日縁外面にも水滴状に付着する。漆の色調は10YR4/6

(褐 )～ 10YR3/2(黒褐)で縮みジワが認められる。 232器高 7 cmほ ど、容量は頸部以下で56ccを測る。

内面全体に薄 く付着するが、一部に厚 く付着している。漆の色調は5YRl,7/1(黒 )で一部に縮みジワ、

光沢が認められる。なお、この土器は粘土を貼り足 して意図的に分厚い器壁としている点が注目される。

482器高 8 cmほ ど、容量193ccを測る。日縁端部から胴部最大径付近にかけて斜めに輪切 りされたよう

な状態で出土した。内面全体に付着し、外面にもわずかに痕跡がのこる。漆の色調は5YR2/1(黒 褐)で

縮みジワが認められる。 321ほ ぼ完形で出土した。器高約7.5cm、 容量63ccを 測る。内面の頸部付近と

底部に薄い皮膜状に付着する。色調は10YR2/3(黒褐)で縮みジワが見られる。 481器高 9～ 10cm、 容

量約170cc(残存部)を測る。ほぼ完形で出土 した。内面全体と外面にわずかに付着。破損部の割れ口断

面にも付着している。色調10YR2/2(黒 褐)で縮みジワ、一部に光沢が見られる。 320器高 7 cmほ ど、

容量は90cc程度に復原される。内面にわずかに付着する。色調は10YR3/3(暗 褐 )。 233器高 7 cm、 容
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第75図 漆工関連遺物実測図 (1)(縮尺1/3)

量72ccほ どのわずかに口縁部を摘み出した形態の甕。縦方向に半裁されたような状態で出土した。漆は

内面全体に付着する。色調は10YR3/4(暗褐)～ 10YR2/2(黒 褐)、 縮みジワが認められる。 664器高

7 cmほ ど、容量は74ccほ どに復原される。縦方向に半裁されたような状態で出土した。漆の色調は

10YR2/3(黒褐)、 内面全体に皮膜状に、外面には斑状に付着する。また、破損部の割れ口断面にも付着

している。 485回縁部をわずかに外方に摘み出した形態のもの。残存部の容量は約200ccを測る。漆の

色調は10YR3/2(黒褐)で内面全体および外面に水滴状に付着する。縮みジワが認められる。 614器高

約 8 cm、 容量206ccを測る。日縁端部をわずかに上方に摘み上げる形態の甕。ほぼ完形で出土した。漆は

内面全体と外面は口縁部から体部上面にかけて斑状に付着するが、ほとんど剥離している。 480器高11

cm、 容量530ccほ どのもの。漆の色調は7.5YR3/2(黒 褐)で、内面には l cm近 く盛り上がって付着し、

外面にも液体が流れた痕跡として付着している。 483480と は接合できないが同一個体の可能性がある。

付着の状況は480と 同一である。 484器高 6～ 7 cmほ どの甕の小破片。漆の色調は10YR3/2(黒褐)で、

内面のほぼ全体に厚く付着し、外面には水滴状に付着する。また、破損した割れ口断面にも付着している。
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第76図 漆工関連遺物実測図 (2)(縮尺1/3)

479小型の壺頸部の破片。漆の色調は10YR2/1(黒 )で、内面全体と内面から垂れたものが破損した

割れ口を伝って外面に達している。縮みジワ、光沢が認められる。 478壺か甕の口縁部の小破片。内外

面にわずかに付着する。色調は10YRl.7/1(黒 )で一部に縮みジワ、全体に光沢が認められる。 477口

縁部を上方に拡張させる形態の甕で外面に漆状のものを塗布している。これはくすべられたものかもし

れないが、漆を塗ったものであれば本遺跡唯一の製品となる。 336 壺体部か。漆の色調は7.5YRl。 7/1

(黒)で、内面全体に厚く付着している。縮みジワ、光沢あり。 270壺体部。内面下半部に断片的に薄

い塗膜状に付着する。色調は2.5Y6/1(黄灰)。 675小型丸底土器。内面のほぼ前面と外面の一部に斑

状に付着。色調は10YR2/3(黒褐)。 269壺体部。内面に皮膜状に付着する。残存状況からみて内面全

体に付着していたものと思われる。色調は10YRl.7/1(黒 )、 縮みジワ、光沢あり。 615壺か甕の底部。

内面のほぼ全面と外面の一部および破損部の割れ口断面にも付着する。漆の色調は10YR3/2(黒 褐)で、砂

粒が混じる。 487底部。内面に皮膜状に付着。割れ口断面にも一部付着している。色調は5YR2/1(黒

褐)～ 10YR2/1(黒 )で縮みジワが認められる。 241底部。内面全体に薄い皮膜状に付着する。色調は

10YR2/2(黒褐)で縮みジワ、光沢あり。 337底部。見込み部の比較的丁寧なハケ調整から鉢と思われ

ヽ

79



③/滅

〔
′

い
Ｈ
ＩＩ‐
―‐
Ｉ‐
１‐
日
だ

吻
″
ゝ

由

第77図 漆工関連遺物実測図 (3)(縮尺1/3)

る。内面に薄く付着する。色調は2.5YR3/2～ 5YR3/2(暗赤褐 )、 縮みジワ、光沢あり。 488底部。内

面に薄く付着する。 242鉢。内面に付着する。幅 5mmほ どの道具で塗ったような痕跡が認められる。

色調は10YR2/2(黒褐 )、 縮みジワ、光沢あり。486鉢。内面に付着する。幅 4mmほどの道具でなすったような痕

跡が認められる。色調は10YRl,7/1(黒 )、 縮みジワ、光沢あり。 160鉢。内面にわずかに付着している。

2日 類例

以上のような漆の付着した土器片は、本遺跡のように多量に出土している事例こそ少ないものの時期

を問わなければ全国的に類例が知られている
1)。
例えば島根県松江市周辺の遺跡からは弥生時代中期に

限定される漆塗土器が出土する特異な地域であるが、布田遺跡からは漆工に用いたと推定される漆の付



着した土器片が数点出土している
2)。 このうちの 1点は壺の回縁部外面の窪みを利用して漆を溜めたも

のである。また、石川県羽昨市の大田ニシカワダ遺跡からは、古墳時代前期の漆工に関連する土器片100

点以上が出土している。大田ニシカワダ遺跡は、邑知潟周辺の微高地に営まれた古墳時代前期の遺跡で、

土坑や溝状遺構から木製祭祀具の剣形や杵形模造品、機織りの部材、鹿角製品、石釧や管玉未製品とと

もに多量の漆工関連の土器が出土した。この内訳は漆の塗られた土器 (壺
。高杯・鉢・器台 。蓋・甕)

75点、パレット (広口壺口縁、長頸・丸底の壺底部片 4点 )、 内蔵 (小型壺 1点、小型鉢 6点 )、 盛 りつ

け (高杯 3点、鉢 2点)に分類される。これらの土器は祭式土器と捉えられ、生漆ではなく「黒色漆」

を内蔵したり盛りつけたりしていることから祭祀行為との関連が推定されている
3)。 さらに岡山県倉敷

市の上東遺跡からは調査直後のため全容は不明であるが、弥生時代後期のミニチュアの壺、鉢 2点 に生

漆を内蔵した事例が知られている
4)。

太田ニシカワダ遺跡の漆工関連遺物は、漆を塗布 した土器 (製品)、 漆を塗布するために土器を転用

した道具 (パ レット)、 「黒色漆」を内蔵したり盛りつけたりするといった用途に分類されている。一方、

永嶋正春氏は採漆作業や漆工作業に使われた容器を漆液容器と呼称し、ウルシノキからの漆液採取、漆

液の貯蔵、漆液の加工、漆液の使用などの用途を想定している
5)。
遺跡から出土した漆の付着する土器

について検討する場合、製品と製品を製作するために用いた道具は一応分けて検討したほうが良いと思

われる。そして、製品を製作するための道具は、永嶋氏の漆液容器の用途の分類のどれに当たるかを検

討する必要があろう。なお、漆液は時間の経過とともに固化 していく性質のあることなど、漆特有の性

質を念頭に置 くことも必要である。

3.原中村遺跡出土の漆付着土器

原中村遺跡の漆付着土器を概観すると、第75図 に一括したようにこれまでミニチュア土器として分類

されることが多く、祭祀との関連などが推定されてきた精製の小型の甕の一群があることが注目される。

これらの土器のうち容量の復原できるものは56～ 534ccと ばらつきがあるが、 8割は56～ 206ccの大きさ

であり、これは漆の利用にあたり何らかの意味のある数値である可能性がある。これらの土器は完形で

出土したものがある一方、半裁もしくは口縁部から体部にかけて斜めに割れて出土したものがある。こ

れらの割れ口断面に漆の付着している事例があることから、何らかの使用時には割れた状態で使用して

いたことを示している。付着した漆が生漆なのかクロメられたものなのかなど理化学的分析結果を待つ

必要があるが、弥生時代の漆製品には生漆の使用が顕著であるとする報告例もある
6)こ とから、当初漆

液の採取もしくは貯蔵に用いられたものが、パレットとして使用され、漆の固化に対応するため、もし

くは漆液を無駄なく使うために意図的に土器を割って利用したことを暗示している。以上のことから、

第75図 に示した土器は様々な用途のなかに漆工に使用することが含まれており、それを前提に製作され

たものである可能性が高い。

第76図の漆付着土器は、転用されて漆工に用いられたと推定されるものを中心に示した。これらは壺、

小型丸底土器、鉢などからなる。鉢や土器の底部に漆が付着しているものは、すべて薄い皮膜状に付着

しているもので、大田ニシカワダ遺跡で報告されているように盛りつけられたものは存在しない。615、

487に は割れ口に漆が付着しており、割れた状態で使用されたことを暗示すること、242、 486に は幅4～

5mmほ どの工具でなすったような痕跡が認められることから、第76図 477～ 479、 336以タトのものはパ
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レットとして使用されたものである可能性が高い。したがって、原中村遺跡から出土した漆付着土器は、

1点の製品の可能性がある土器を除くと大半が漆工に関連する用具として用いられた可能性が高く、祭

祀に関わる要素はほとんど無いと見られる。

次にこれらの漆付着土器の出土位置についてみると、56点中52点が S R01、 3点が S R02、 1点がS

H10と いう内訳になる。93%近いものが S R01か ら出土している。 S R01か ら出土したもののうち層位

が半J明するものについて見ると、各層から出土していることがわかる。先に下川津B類土器の占める割

合の相違から時期差がある可能性を考えたが、漆の付着する土器に微妙な時期差を考慮する必要はない

ようである。このことから、漆付着土器がS R01に 集中することは、漆が使用された空間が限定される

ことを暗示している。つまり、漆を扱う工房のような施設 (区画)が S R01に 使用済みの土器を投棄す

ることができる地点に所在していたのではないかという想定である。漆工房のような施設を想定する場

合、概ね位置関係から西段丘地区にあったものと思われるが、西段丘地区の弥生時代後期の遺構の多く

は削平を受けている可能性が高く、S R01の 存在する東谷地区はS R01の 東側が後世の大規模な開折を

受けていることもあり、残念ながら詳細を検討できる情報に欠ける。また、漆液の採取は、漆液が時間

の経過とともに固化していく性質上、生活地からそう遠くない周辺部の適地に相当数のウルシノキが生

育 (栽培)しており、そこで漆液を採取していたと推定されている7)。 ゥルシノキは日照豊かで適度な

水はけのある肥えた土地に好んで生育すると言われるが、原中村遺跡は近辺もしくは遺跡所在地域がい

わゆる「里山」的な場所であり、一応そうした条件を満たしている。遺跡選地の理由として前章では遺

跡北側に拡がる段丘面の水田開発を想定したが、漆工がどのように関連しているのかも含めて、この点

を検討する必要がある。

今回の整理調査では、注記、接合作業中に漆の付着する土器が多数存在することに気づき早急に同定

や分析を依頼するなどの対応をしたが、現物を依頼先に預託することとなったため実物を詳細に観察す

る時間を充分に取れなかった。したがって土器に関する検討をはじめ今後に検討をおこなうべき課題が

多い。例えば、317～ 319の土器は山陰地方の土器に類似すると思われる。先述したように島根県松江市

付近では弥生時代中期に漆塗土器が集中的に見られるなど漆工がおこなわれていたことが判明している

ことから、相互の関連などについて今後の検討に委ねられる′点が多い。

1)奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター「漆製品出土遺跡地名表一東日本編―」『埋蔵文化財ニュー

ス』49号  1984、 同「漆製品出土遺跡地名表―西日本編一」『同』70号 1991

2)永嶋正春「布田遺跡出土漆塗土器、赤彩土器の塗装技術について」島根県教育委員会ほか『一般国道9号

松江道路建設予定地内 埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅷ 布田遺跡』1991

3)石川県羽咋市教育委員会『大田ニシカワダ遺跡』1999

4)文化庁『発掘された日本列島'99新発見考古速報展』朝日新聞社 1999

5)前掲 2)文献

6)島根県教育委員会ほか『朝酌川河川改修工事に伴うタテチヨウ遺跡発掘調査報告書Ⅲ』1990

7)永嶋正春「漆から見た縄文 。弥生時代」<考古学ジヤーナル>401 1996

122の甕、125、 126の鉢は下川津B類土器である。125の鉢は内外面に四方向のヘラミガキが施されている。

126は内面が四方向のヘラミガキ、外面はヘラケズリが施されている。
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遺物観察表

凡 例

1.残存率は、遺物の図化部分に占める実物の割合を示しており、完形品に対するそれではない。

2.色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修 。財団法人日本色彩研究所色票監修『新版標準

土色帖1989年版』を参照した。

3.胎土は、雲母 。角閃石 。長石、石英 。その他について観察し、大きさの「大」は径1.lmm以上、

「中」は径0。 5～ 1。 lmm、 「/1ヽ」は0.5mm未満を示す。また、含有量は下図を目安に「多量」「普通」

「少量」で表現した。

普通
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遺跡付近空中写真 (左が北、ステレオ、昭和37年撮影)(縮尺約 1/5,000)



図版2
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掘削状況 (西北上空から)

東谷地区 掘削状況 (東北上空から)



図版4

西谷地区 掘削状況 (西南上空から)
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S H01  掘肖11犬況 (i西南から)

S H01 掘削状況 (東北か生)
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S H01 完掘状況 (西南から)

S H02 完掘,犬況 (西 1ヒから)
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図版8

S H05 完掘状況 (南から)

炉等断面 (東から)
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掘削状況 (東南から)
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図版 11
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図版 14

S Hll  掘肖」メ犬況 (南 から)
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S Hll 完掘状況 (東南から)


